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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
238
回

「
大
坂
の
陣
と
泉
州
・
紀
北 

〜
樫
井
合
戦
へ
の
道
〜
②
」

　

大
坂
冬
の
陣
の
後
の
和
平
は
つ
か

の
間
で
し
た
。
慶
長
20（
１
６
１
５
）

年
４
月
、徳
川
家
康
は
再
び
大
坂
城
・

豊
臣
家
を
攻
め
る
た
め
に
駿
府
城
を

出
立
し
、
諸
大
名
に
も
大
坂
へ
の
出

陣
を
命
じ
ま
し
た
。
こ
こ
に
徳
川
と

豊
臣
の
最
終
決
戦
・
大
坂
夏
の
陣
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
豊
臣
家
の
状
況
は
、
豊
臣

秀
頼
の
家
臣
で
あ
る
木
村
重
成
が
義

兄
に
送
っ
た
書
状
に
よ
れ
ば
、
大
坂

城
内
の
空
気
は
悪
化
し
秀
頼
の
母
淀

君
が
失
政
を
招
い
て
い
ま
し
た
。
重

成
は
、
自
分
は
家
康
と
は
親
密
な
間

柄
で
あ
る
が
、
も
は
や
戦
死
を
覚
悟

し
て
い
る
と
書
い
て
い
ま
す
。
秀
頼

の
乳
兄
弟
で
あ
る
重
成
に
も
家
康
の

工
作
が
及
ん
で
お
り
、
豊
臣
家
は
一

致
団
結
で
き
な
い
有
様
で
し
た
。

　

家
康
は
紀
伊
和
歌
山
40
万
石
の
大

名
で
あ
る
浅
野
長な
が
あ
き
ら晟
に
、
大
坂
へ
の

出
兵
を
命
じ
ま
す
。
浅
野
家
は
豊

臣
秀
吉
の
妻
の
「
お
ね
」（
高
台
院
、

秀
頼
の
継
母
）
の
親
族
で
す
が
、
長

晟
は
家
康
の
息
女
を
妻
と
し
、
長
晟

の
姪
は
家
康
の
子
息
の
妻
で
し
た
。

家
康
か
ら
長
晟
へ
の
出
兵
の
命
令
の

ね
ら
い
は
、
豊
臣
家
の
親
族
の
大
大

名
で
あ
る
浅
野
家
で
さ
え
徳
川
軍
に

加
わ
り
、
豊
臣
家
が
完
全
に
孤
立
し

て
い
る
こ
と
を
天
下
に
示
す
た
め
の

も
の
で
し
た
。

　

家
康
は
淡
路
や
四
国
の
大
名
に

も
、
和
泉
南
部
に
上
陸
し
て
大
坂
方

面
に
進
軍
す
る
よ
う
命
じ
ま
す
。
浅

野
軍
に
は
淡
路
や
四
国
の
大
名
軍

を
先
導
す
る
任
務
も
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
浅
野
家
と
淡
路
・
四
国

の
大
名
の
軍
勢
数
万
が
和
泉
（
豊
臣

領
国
）
を
占
領
す
る
作
戦
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

大
坂
城
の
総
堀
を
埋
め
ら
れ
籠
城
が

で
き
な
い
豊
臣
軍
は
、
徳
川
軍
が
近
づ

く
前
に
大
坂
に
近
い
徳
川
方
の
拠
点
や

大
名
へ
の
先
制
攻
撃
を
画
策
し
ま
す
。

４
月
28
日
、
豊
臣
軍
の
大
野
治は
る
ふ
さ房
の
軍

は
、
徳
川
方
に
つ
い
た
堺
の
町
を
焼
打

ち
し
堺
沖
の
徳
川
水
軍
と
戦
い
、
岸
和

田
城
（
城
主
は
徳
川
方
の
小
出
吉よ
し
ふ
さ英
）

を
包
囲
し
ま
し
た
。

　

ま
た
豊
臣
家
家
老
の
大
野
治は
る
な
が長
は

和
泉
南
部
に
重
臣
２
人
を
送
り
込
み

ま
し
た
。
浅
野
軍
を
脅
か
す
た
め
和

泉
国
で
一
揆
を
画
策
し
た
よ
う
で

す
。
た
だ
治
長
の
重
臣
と
そ
の
味
方

の
30
人
は
４
月
28
日
に
信
達
（
泉
南

市
）
に
布
陣
し
た
浅
野
軍
に
捕
ら
わ

れ
ま
し
た
。

　

浅
野
家
の
領
国
紀
伊
で
は
大
坂
の

陣
を
機
に
、
浅
野
家
に
反
発
す
る
地

元
の
勢
力
が
、
和
歌
山
周
辺
・
日
高

郡
・
熊
野
北
山
で
一
揆
を
起
こ
し
て

浅
野
軍
と
戦
い
ま
し
た
。
和
歌
山
周

辺
の
一
揆
の
指
導
者
の
山
口
喜き
な
い内
は

豊
臣
家
と
連
携
し
て
、
和
泉
に
進
軍

し
た
浅
野
軍
を
挟
み
撃
ち
に
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。
た
だ
大
野
治
房
軍
数

千
と
山
口
喜
内
の
一
揆
勢
は
う
ま
く

連
携
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

４
月
28
日
、
治
房
の
配
下
の
塙ば
ん

団だ
ん
え
も
ん

右
衛
門
・
岡お
か
べ部
大だ
い
が
く学
が
数
百
の
兵

を
率
い
て
佐
野
方
面
に
進
み
ま
す
。

浅
野
軍
５
千
は
佐
野
川
ま
で
進
み
ま

す
が
、
樫
井
・
信
達
に
退
き
豊
臣
軍

を
迎
撃
す
る
態
勢
を
固
め
ま
す
。
こ

う
し
た
徳
川
と
豊
臣
の
和
泉
と
紀

伊
を
め
ぐ
る
戦
略
や
駆
け
引
き
の
な

か
、
和
泉
南
部
で
の
徳
川
と
豊
臣
の

激
突
は
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

翌
４
月
29
日
の
徳
川
（
浅
野
）・
豊

臣
両
軍
の
樫
井
合
戦
は
目
前
に
迫
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
書
状
や
絵
図

は
、
下
記
の
特
別
展
で
展
示
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
特別展「大坂の陣と泉州・紀北 ～樫井合戦への道～」

　慶長20（1615）年4月。ついに徳川方対豊臣方の最終決戦となった大坂夏の陣が始まりました。その緒戦
となったのが、樫井合戦です。この戦いの帰趨は、大坂夏の陣
全体に大きな影響を与えることになります。
　平成27（2015）年度は、この大坂夏の陣から400周年にあ
たります。今回の特別展では、樫井合戦を、泉州・紀北地域に
おける様々な動きのなかで、捉えなおします。
期間　10月17日㈯～11月29日㈰
主な展示資料　泉州樫井合戦絵図（模写・館蔵）、浪速戦闘之
図（大阪城天守閣蔵）、摂州大坂冬御陣之図（大阪城天守閣蔵）、
泉州樫井八丁縄手絵図（大阪城天守閣蔵）、浅野長晟本陣図（大
阪歴史博物館蔵）、浅野長晟書状（個人蔵）、小堀政一書状（個
人蔵）、木村重成書状（個人蔵）

▲樫井合戦の浅野長晟本陣の絵図
（大阪歴史博物館蔵）

▲泉州樫井合戦絵図（模写・館蔵）

広報いずみさの 平成27年10月号17

泉佐野市H27.10月号.indb   17 2015/09/16   9:58:19


	いずみさの昔と今　第238回

	「大坂の陣と泉州・紀北 〜樫井合戦への道〜（2）」
	レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの特別展「大坂の陣と泉州・紀北 ～樫井合戦への道～」


